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被扶養者への受診案内

受診率の推移

受診勧奨の取組

受診率向上の工夫

まとめ

内 容



被扶養者への受診案内
被扶養者(4/1時点で加入)

３５～３９歳 ４０歳以上

主婦ドック(35歳以上の希望者)
４０歳以上は特定健診を兼ねる

特定健康診査

個別契約 集合契約 事業者健診

健保で案内する健診
5～9月

市町村の健診
4～3月(市町村指定)

かかりつけ医の健診
4～3月(随時)

勤務先の健診
5～9月

申込書を提出 希望日を提出 受診券を発行 健診予定を提出

健診機関から結果受理 オンラインで結果受理 結果の写しを受理
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受診勧奨の工夫

★主婦ドック募集案内の送付先を変更

平成27年度までは

被保険者の職場に1部のみ送付

職場内で回覧

平成28年度からは

被扶養者宛てに1部ずつ送付



受診率の変化
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受診率向上の取組

★主婦ドック費用の自己負担を減額

平成29年度までは

健保組合で10,000円の助成

平成30年度からは

自己負担額 上限18,000円



受診率の変化

91.00%

92.00%

93.00%

94.00%

95.00%

96.00%

97.00%

被扶養者受診率

1.7ポイント
アップ↑



受診率向上の取組

さらに令和元年からは

自己負担額 上限10,000円

★主婦ドック費用の自己負担を減額

平成29年度までは

健保組合で10,000円の助成

平成30年度からは

自己負担額 上限18,000円



まとめ

受診者目線で。

受けやすく。

受けるまで。

被保険者からも。



ご清聴ありがとうございました。


